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Fromプラネット Vol.159                                         ＜食品の買い物に関する意識調査＞ 

 

 

 

 国内1,400社超が利用する日用品流通の情報基盤を運営する株式会社プラネット （所在地：東京都港区、代表取締役

社長：田上正勝）は消費財や暮らしにまつわるトピックスをお届けする 『Fromプラネット』 の第159号として、食品の買い

物に関する意識調査の結果をご紹介します。未掲載のデータもご提供できますのでお気軽にお問い合わせください。 

■ 食品は“まとめ買い派”が4割超 

ひと昔前は、食品の買い物の際には精肉店や八百屋など個人商店を1軒ずつ回る必要があったのが、スーパー

など大型店の登場で1カ所で済むようになり、さらに現在ではインターネット経由で自宅でも可能になりました。そこで

今回は、買い物の手段が多様化するなか、食品をいつ・どこで買っているのかなど、いろいろと探ってみました。 

まず、日常の食品の買い物の頻度をたずねてみたところ（図表1）、最も多かったのが42.1％の「週に1～2回程度」

と、4割以上の人が食材をある程度まとめ買いしていました。以下、「週に3～5回程度」34.7％、「ほぼ毎日」12.5％が

続き、「週に1回未満」という人も7.8％に。性別では、

「ほぼ毎日」と「週に1～2回程度」は男女差がありま

せんが、「週に3～5回程度」は女性が7ポイント、「週

に1回未満」では男性が4.8ポイント上回っています。

「家庭のなかで食品や日用品の買い物を主に担っ

ている」と回答した人が男性43.9％、女性90.1％（図

表非掲示）であることを勘案すると、女性のほうが買

い物の頻度が高いのは納得できますね。 

年代別では、比較的頻繁に買い物をする人（「ほ

ぼ毎日」＋「週に3～5回程度」）の比率は年代が上

がるほど高く、70代以上では52％に。外出のきっか

けとして買い物に行く人も多いのでしょうか。住環境

別では、都市部では「ほぼ毎日」15.5％、「週に3～5

回程度」37.1％と、買い物の利便性を反映してか、

他よりも高頻度となっています。 

■ 意外と多い？ ドラッグストアでの食品購入 

次に、日常的にどこで食品を買っているのかを上位3つまで答えてもらいました（図表2）。「総合スーパー」49.9％を

大きく引き離し、86.3％の「食品スーパー」が断トツに。食品スーパーは30・40代の子育て世代、総合スーパーは60

代以上の高齢層の支持を集めました。両者

に続くのは「ドラッグストア」となりました。日配

品を強化した店舗を郊外を中心に積極出店

するチェーン店も多いことから、食品の購入

先としても存在感を示しているようです。4位

の「コンビニ」は20・30代の若年層で高値とい

うのは納得できますね。 

「ネット通販・ネットスーパー」は若年層より

60代以上のほうが利用率が高いのは興味深

いところ。コロナ禍で外出を控えてネット経由

で買い物をする人が増えているのでしょう

か。7位の「カタログ通販」も60代以上で高値

を示しており、根強い支持があるようです。  

食品は“まとめ買い”が主流、ネット活用も浸透 

〜スーパーに次ぐ買い物先は、意外なあの業態〜 

”〜 

図表1 「あなたの家庭では、日常の食品の買い物に 

どれくらいの頻度で行きますか」についての回答 

 

図表2 「あなたの家庭では、食品をどこで買うことが多いですか」 

についての回答（上位3つまで回答） 

 



2 / 4 

 

■ “立地”と“品揃え・新鮮さ”でスーパー、“価格”ではドラッグストアに軍配 

図表2で答えてもらった店舗やサービスを利用する理由についても聞いてみました（図表3）。利用率が1、2位の食

品スーパーと総合スーパーは、いずれも「立地が便利だから」「品揃えがよい・新鮮だから」「他店と比べて価格が安

いから」がベスト3に。このなかで、「品揃えがよい・新鮮」の比率が食品スーパーより総合スーパーのほうが高いと

いうのは少し意外ですね。売り場面積が広い店舗が多いことが影響しているのでしょうか。 

利用率3位のドラッグストアは、「立地が便利だから」が最多なのはスーパーと同じですが、2番目に多いのが「他店

と比べて価格が安いから」で、全業態で最も高くなっています。この一方で「品揃えがよい・新鮮だから」は低率であ

ることから、利用者は品揃えや品質より価格重視の傾向があるようです。利用率4位のコンビニは「立地が便利だか

ら」「早朝や深夜でも買い物ができるから」がともに全業態で最多と、利便性重視の結果に。また、利用率5位の百貨

店は「品揃えがよい・新鮮だから」が全業態で最も高い一方で「他店と比べて価格が安いから」は3.6％と低く、やはり

“いつもより贅沢して良いものを買いたい”時に足を運んでいるようです。 

ネット通販・ネットスーパーやカタログ販売といった自宅で買い物ができる業態では、やはり「自宅まで配達してくれ

るから」が突出しているほか、「早朝や深夜でも買い物ができるから」も他業態よりも高率に。“いつでもどこでも注文

できて、家まで運んでくれる”という利便性はほかの業態にはない特徴といえるでしょう。 

「ポイントを

ためているか

ら」が各業態

で2割前後に

のぼるのも興

味 深 い と こ

ろ。同サービ

スが業態を問

わずに「お得

意様」づくりの

有効な手段に

なっているよ

うです。 

■ 買い物の足は“自家用車”が主流 

次に、食品の買い物に行く際に最も多く使う交通手段をたずねたところ（図表4）、「自家用車」が47.9％と半数近くに

のぼりました。図表1で4割以上の人が「週1～2回程度」買い物に行っていると答えたことを考え合わせると、“買い

物には自動車は不可欠”というのは納得できま

すね。以下、「徒歩」29.0％、「自転車・バイク」

20.7％と続きました。 

年代別にみると、30代以下は「徒歩」が35％超

と比較的高値ですが、40代以上では3割以下に

低下。その一方で「自家用車」は40～60代で半

数前後となっています。この背景には、食べ盛

りの子どもがいるなど食材の購入量が増えるこ

ともありそうです。 

買い物に行く際の交通手段は住環境別に大き

く左右されるもの。この観点からデータをみる

と、商業施設が集積する都市部では「徒歩」が

44.1％と突出している一方、郊外と山間部・諸

島部では「自家用車」がそれぞれ6割・8割と、対

照的な結果となりました。  

図表 3 「前問で選んだ店舗やサービスを利用する理由は何ですか」への回答（複数回答） 
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食品スーパー(3346) 総合スーパー(1935) ドラッグストア(1241)

コンビニ(790) デパート・百貨店(280) 専門店・個人商店(221)

ネット販売・ネットスーパー(404) カタログ販売（生協など）(268) 注：カッコ内の数値はｎ数

図表４ 「食品の買い物に行く際に最も多く使う交通手段を 

教えてください」への回答 
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■ コロナ後の買い物は早い時間帯にシフト、行動変容には男女差 

 新型コロナウイルス以降、商業施設への入店時にマスクを着用して手指を消毒するのは、いまや“普通のこと”に

なりましたが、買い物についてほかにどのような変化があったのでしょうか。まず、買い物に行く時間帯をたずねたと

ころ（図表5）、「10～12時台」が約4割で最多というのはコロナ前後で変化はありません。午後の時間帯をみると、コ

ロナ後は「13～15時台」が1.9ポイント増加の一方で、「16～18時台」は1.1ポイント、「19～21時台」では2.4ポイントそ

れぞれ低下しており、買い物の時間帯が前倒しになっていることが見て取れます。これには、在宅勤務の普及や一

部地域での飲食店の8時閉店で夜の人出が減ったことなどが背景にありそうです。 

 買い物の仕方自体の変化についても聞いてみました（図表6）。最も多かったのが、意外にも「特に変わらない」の

35.8％で、「まとめ買いなどで、買い物に行く頻度を減らした」が34.9％と僅差で続きます。性別でみると、「特に変わ

らない」は男性43.4％vs女性28.4％、「買い物に行く頻度を減らした」は27.8％vs41.8％と、前者は男性が15ポイント、

後者は女性が14ポイント上回っています。そのほかの項目でも女性のほうが上回っていることからも、女性はコロナ

に気を使いながら、以前と買い物の際の行動を何かしら変えた人が多いことがわかります。 

■ “重たいものを買うため”にネットを利用 

ネット通販やネットスーパーの利用が特別なことでなくなっている現在、そもそもどういった理由でインターネットサ

ービスで買い物をするのかについても聞いてみました（図表7）。最も多かったは55.4％の「重いものを買うため」。確

かに、お米や水などの買い物では重宝しますね。以下、「時間や場所に関係なく買い物できるため」39.4％、「商品を

安く買えるため」31.4％、「自宅周辺の

店舗にない商品を買うため」24.9％と

続きました。 

男女別にみると、男性は「商品を安く

買える」といった価格面を重視し、女

性は「重いものを買う」「大量のものを

買う」という物理的な理由からネットサ

ービスを利用する傾向があるようで

す。また30代を中心とする若年女性

の1割前後が「仕事や子育て、介護な

どで時間がないため」を理由に挙げて

いるのは興味深いところです。「新型

コロナウイルス流行で外出を減らすた

め」は40・60代女性と70代以上男女で

2割を超えており、やはり高齢層を中

心に高い結果となりました。  

図表 7 「あなたが日常の食品の買い物でインターネットサービス 

（ネットスーパー、ネット通販、買い物代行サービスなど）を利用する理由は 

何ですか」への回答（複数回答） 

 

図表 5 「あなたの家庭では 

どの時間帯に食品の買い物に 

行くことが最も多いですか」 

への回答 

 

図表 6 「新型コロナウイルス流行前と比べて、あなたの家庭での 

食品の買い物の仕方に変化はありましたか」への回答（複数回答） 
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■ リアルとネットの“ベストミックス”は？ 

最後に、食品の買い物について、日常の買い物で感じていることやコロナ前後での変化などを自由回答で書いて

もらったところ、コロナ後に“まとめ買い”や“ネット活用”を始めたという声が多数。また、リアル店舗とネットサービス

の使い分けはコロナ前から実施している人も多いなか、コロナを契機に拍車がかかっているようです。外食費が浮

いた分でプチ贅沢をしたり、地産地消に目覚めたり…さまざまな工夫や変化も寄せられました。 

調査機関：株式会社プラネットによる調査企画をもとに、株式会社ネオマーケティングにて「食品の買い物」に関する意識調査を実施。 

期間：2021年5月24日～5月26日、インターネットで4,000人から回答を得ています。 

株式会社プラネットとは https://www.planet-van.co.jp/  
メーカー、卸売業、小売業がサプライチェーンとして連携し、生活者へのサービス向上を目指して進化を続ける日本の消費財流通を、情報インフラ運営で支え

ている上場企業（証券コード2391）です。 

From プラネットとは https://www.planet-van.co.jp/news/from_planet.html （バックナンバーもご覧になれます） 
株式会社プラネットが発信しているニュースレターです。消費財や暮らしに関する旬なトピックスなどをご紹介しています。 

本件に関するお問い合わせ先 
（感想や取り上げてほしいテーマなどもお寄せください。今リリースに掲載していない結果や属性データもご紹介できます） 

株式会社プラネット 広報部（河合、角田
つ の だ

） 

E-mail : koho-pr@planet-van.co.jp 

《 食品の買い物について日々思うことなど 》 

【コロナ下の買い物、こんな変化が…】 

● 国産、地産のものを選ぶことで応援したいと思う。（男性・60代） 

● テレワークということもあり、空いている時間に近くのスーパーへ買い物に行くようになった。（男性・50代） 

【買い物にこんな工夫・こだわり】 

● 生鮮食品は近所の食品スーパー等でお得に買う。肉類やきのこ類等はまとめ買いし冷凍保存する。ナッツや乾物

類はフリマアプリ、ネットオークション、ECサイトもしくは業務スーパーを優先的に利用。水は生協で箱買い注

文し、配達してもらう。（男性・30代） 

● 買い物に行く日をカレンダーに登録して、みんなから買うものを教えてもらうようになった。（女性・20代） 

● ドラッグストアは食品も扱っているので、スーパーに行く前に立ち寄って特売の食品、日用品を買ってからスー

パーで鮮魚や生鮮食品などを買うようにしている。（女性・50代） 

● 無農薬・低農薬の野菜を買いたいので、産地直送の業者を利用している。スーパーの商品より高いので、使い切

りセットにしたり業者の数を減らしたり、食品ロスをなくすため冷凍処理をするようになった。（女性・60代） 

【ネットの食材購入を楽しんでいます】 

● 外食などの利用が減った分のお金で、近くのスーパーでは扱っていない、普段買わないような地域の食材をネッ

トで探して買うようになった。旅行気分とまではいかないけれど、そういった食材を家で作って食べるのも非日

常的で楽しい。（男性・20代） 

● 今までネットで商品を買うということはあまりなかったが、実際に利用してみると非常に便利だとわかった。送

料などでかえって高くつくのではとの懸念もあったが、こんな低金額で送料無料など申し訳ないと思うようなも

のもあり、自分の概念が覆された。（女性・70代以上） 

【これは困る！】 

● ばら売りなどの野菜をべたべた触らないようにしている。たまに、吟味するためなのだろうが手当たり次第に触

っていて不快なので、自分はしないようにしている…。（女性・30代） 

● 居職兼在宅介護をしていた私にとって、買い物に出かけるひとときは息抜き・気分転換・ご近所さんやお店で出

会う顔見知りの方たちとの交流の時間でもあり、とても有意義で貴重なものだったのですが、コロナ禍となって

からは必要なものを購入するためだけの時間となってしまいました。（女性・50代） 


